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第２章 子ども・子育て支援の現状と課題 

１ 人口と子ども人口の状況 

（１）子ども人口等の推移 

本市の人口は平成23年以降、減少し続けています。３階級別人口をみると、平成

23年以降老年人口（65歳以上）は増加し、生産年齢人口（15～64歳）、年少人口

（０～14歳）は減少しています。 

■ ３階級別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：住民基本台帳（各年３月31日） 

 

平成23年以降の子ども人口（就学前の子ども及び小学生）の減少割合が、総人口の

減少割合よりも大きいことから、総人口に対する０～11歳の子どもの割合は低下を続

け、平成31年には6.6％となっています。 

■ 子ども人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 
※0～11 歳の子どもの割合は総人口に占める割合 

資料：住民基本台帳（各年３月31日） 

6,521 6,308 6,049 5,766 5,503 5,344 5,162 4,897 4,680

34,189 33,451 32,645 31,700 30,601 29,644 28,794 28,009 27,139

19,275 19,445 19,833 20,098 20,488 20,796 20,931 20,902 21,000 

59,985 59,204 58,527 57,564 56,592 55,784 54,887 53,808 52,819
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339 292 290 268 249 258 262 215 206

334 346 304 290 270 265 263 267 223

370 341 336 307 292 269 262 260 273

395 371 348 337 296 295 277 261 256

416
393 367

341
332 301 296 271 261

408
419

388
365
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2,262
2,162

2,033
1,908

1,775 1,715 1,663
1,569 1,491

0

1,000
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０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

（人）

さらに就学前の子ども（０～５歳）の１歳ごとの人口推移をみると、平成23年から

平成31年にかけていずれの年齢も100～150人程度減少し、全体では771人

（34.1％）減少しています。 

このように就学前の子ども人口・生産年齢人口（15～64歳）がともに減少してい

ることから今後も就学前の子ども数の減少は続くものと見込まれます。 

■ ０～５歳児の人口推移 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

資料：住民基本台帳（各年３月31日） 

 

（２）合計特殊出生率の推移 

本市の合計特殊出生率は、平成22年までは全国・秋田県を上回り高い水準で推移し

ているものの、平成23年に大きく低下し、全国・秋田県を下回りました。平成24年

には1.45まで回復するも、平成25年には再度低下し1.24と全国・秋田県を下回りま

したが、その後は緩やかな上昇に転じています。 

■ 合計特殊出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：全国・秋田県は厚労省「人口動態統計」 
能代市は平成18～26年「人口ビジョン」、平成27年～「能代市保健概要」 
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２ 子育て家庭の状況 

（１）子育て世帯の推移 

平成17年から平成27年の子育て世帯の推移をみると、一般世帯、６歳未満親族の

いる世帯、18歳未満親族のいる世帯ともに減少しています。 

■ 子育て世帯（18歳未満の子どもがいる世帯）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国勢調査 

 

また、ひとり親世帯の推移をみると、父親と子どもから成る世帯はほぼ横ばい、母

親と子どもから成る世帯は、増減はあるものの400世帯前後で推移しています。 

■ ひとり親世帯の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国勢調査 
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（２）子育て世帯の子どもの人数と主な保育者 

調査結果から子育て世帯の子どもの人数をみると、就学前の子どもの世帯では「１

人」、「２人」、「３人」の順、小学生のいる世帯では「２人」、「１人」、「３人」

の順となり、「２人」以上の世帯の割合は、就学前の子どもで56.4％、小学生で74.2％

と小学生の世帯が17.8
ポイ

ント高くなっています。 

前回調査（Ｈ25）と比較すると、子どもが「２人」の世帯の割合は低くなり、「１

人」の世帯の割合は高くなっています。一方で、子どもが「３人」以上の世帯での変

化はない状況です。 

■ 子育て世帯の子ども人数 

 《Ｈ25 調査（就学前の子ども）》 《Ｈ30 調査（就学前の子ども）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《Ｈ25 調査（小学生）》 《Ｈ30 調査（小学生）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

１人

42.5%

２人

39.2%

３人

14.7%

４人

2.2%

５人以上

0.3%

無回答

1.2%

就学前の子ども

n=  730

１人

36.0%

２人

45.9%

３人

15.1%

４人

2.5%

５人以上

0.1%

無回答

0.5%

就学前の子ども

n=1,009

１人

19.4%

２人

54.8%

３人

21.9%

４人

2.9%

５人以上

0.3%
無回答

0.7%

小学生

n=  690

１人

24.7%

２人

46.4%

３人

22.4%

４人

4.8%

５人以上

0.6%

無回答

1.1%

小学生

n=  539
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52.2

43.1

0.9

2.9

0.6

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

就学前の子ども

n=1,009

57.0

40.8

0.7

1.4

0.1

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前の子ども

n=  730

就学前の子どもの世帯で日常的に子育てに関わっている方をみると、「父母ともに」

（57.0％）の割合が最も高く、次いで「主に母親」（40.8％）となっています。 

前回調査（Ｈ25）と比較しても、大きな変化はない状況です。 

■ 日常的に子育てに関わっている方 

 《Ｈ25 調査》 《Ｈ30 調査》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

 

主な親族等協力者が「いずれもいない」と回答した割合は、前回調査（Ｈ25）の

11.2％から今回調査（Ｈ30）は10.4％と0.8
ポイ

ント低くなっています。 

■ 主な親族等協力者の状況 

 《Ｈ25 調査》 《Ｈ30 調査》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

  

40.4

54.5

0.8

4.2

11.2

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の

親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもを預けられる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

就学前の子ども

n=1,009

38.4

58.2

1.0

2.9

10.4

0.1

0% 25% 50% 75% 100%

就学前の子ども

n=  730
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（３）子育ての環境や支援への満足度 

地域の子育て支援の環境や支援に対する満足度の状況をみると、就学前の子どもで

は「満足」と「やや満足」の計が14.8％、「やや不満」と「不満」の計が39.6％で

後者が24.8
ポイ

ント上回っています。 

一方、小学生は「満足」と「やや満足」の計が15.6％、「やや不満」と「不満」の

計が28.5％で後者が12.9
ポイ

ント上回っています。 

前回調査（Ｈ25）と比較すると、就学前の子ども・小学生ともに大きな変化はない

ものの、小学生の「やや不満」と「不満」の計は前回調査（Ｈ25）の35.0％から今

回調査（Ｈ30）では28.5％と6.5
ポイ

ント低くなっています。 

■ 地域における子育ての環境や支援への満足度 

 《Ｈ25 調査（就学前の子ども）》 《Ｈ30 調査（就学前の子ども）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《Ｈ25 調査（小学生）》 《Ｈ30 調査（小学生）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

不満

12.3%

やや不満

27.3%

ふつう

44.0%

やや満足

12.5%

満足

2.3%

無回答

1.6%

就学前の子ども

n=  730

不満

12.2%

やや不満

27.2%

ふつう

40.0%

やや満足

14.9%

満足

3.4%

無回答

2.4%

就学前の子ども

n=1,009

不満

11.4%

やや不満

23.6%

ふつう

46.5%

やや満足

13.8%

満足

3.3%

無回答

1.3%

小学生

n=  690

不満

9.6%

やや不満

18.9%

ふつう

48.2%

やや満足

11.1%

満足

4.5%

無回答

7.6%

小学生

n=  539
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３ 保護者の就労・育児休業制度利用の状況 

（１）就業率の推移 

本市の15歳以上の就業率をみると、平成22年まで男性の就業率は低下、女性はほ

ぼ横ばい状況です。その後、平成27年には男女ともに上昇しています。就業率が上が

っている要因として、65歳以上の就業者が男女ともに増加していることに加え、65

歳未満の女性の就業率が上昇していることが考えられます。 

■ 男女別就業率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

女性の年齢別労働力率をみると、結婚前と子どもの育児（子育て）期間終了後に上

昇するＭ字カーブは、平成17年では20～24歳と45～49歳をダブルピークとしてい

ました。しかし10年後の平成27年のダブルピークは25～29歳と45～49歳となり、

結婚前のピークは５歳遅くなっています。 

■ 女性の年齢別労働力率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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22.3
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3.6
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1.5
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25%

50%

75%

100%
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19
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｜

34
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｜
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｜
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｜
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｜
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85
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以

上
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41.2 

50.0 

5.9 

6.2 

22.2 

22.2 

0.9 

2.1 

25.3 

16.2 

1.4 

0.7 

3.1 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=1,009

H30調査

n=  730

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

44.6 

50.6 

1.0 

2.2 

29.0 

27.8 

0.9 

0.9 

18.0 

12.1 

2.9 

0.9 

3.6 

5.4 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=  690

H30調査

n=  539

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

（２）母親の就労状況 

母親の就労状況をみると、「フルタイムで就労している」「パート・アルバイト等

で就労している」を合わせた現在就労している方は、就学前の子どもで80.5％、小学

生で81.5％となっています。そのうち産休・育休・介護休業を取得中の方は、就学前

の子どもで8.3％、小学生では3.1％となっています。 

前回調査（Ｈ25）と比較すると、就労している母親の割合は、就学前の子どもでは

10.3
ポイ

ント、小学生では6.0
ポイ

ント高くなっています。 

■ 母親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

  

就学前の子ども 

小学生 
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母親の１週当たりの就労日数をみると、就学前の子ども・小学生ともに「５日」

（72.7％・73.0％）の割合が最も高くなっています。 

前回調査（Ｈ25）と比較すると、就学前の子どもでは大きな変化はなく、小学生で

は週に「４日」働いている母親の割合は4.7
ポイ

ント低くなっているものの、「５日」では

6.0
ポイ

ント高くなっています。 

■ 母親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

 

 

 

 

 

  

0.3 0.8
1.7

6.9

72.8

16.8

0.70.3 0.3 2.2
4.8

72.7

16.7

2.9

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

Ｈ25調査

n=709

Ｈ30調査

n=587

就学前の子ども 

0.6 1.0 1.7
9.0

67.0

19.8

1.00.5 0.9 3.4 4.3

73.0

15.9

2.0
0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

Ｈ25調査

n=521

Ｈ30調査

n=440

小学生 
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母親の出勤時間は、就学前の子ども・小学生ともに「７時台」（46.0％・42.0％）

の割合が最も高く、次いで「８時台」（37.5％・38.9％）となっています。 

前回調査（Ｈ25）と比較すると、就学前の子ども・小学生ともに「７時台」に出勤

する母親の割合が高くなっています。 

■ 母親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

 

 

 

  

0.3 1.3

41.3 38.1

12.0
5.9

1.10.7 1.0

46.0

37.5

9.4
4.1 1.4

0%

25%

50%

75%

100%

６時より前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時以降 無回答

Ｈ25調査

n=709

Ｈ30調査

n=587

就学前の子ども 

0.8 1.2

38.8 36.9

11.7 8.6
2.11.1 0.7

42.0 38.9

10.5
5.5 1.4

0%

25%

50%

75%

100%

６時より前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時以降 無回答

Ｈ25調査

n=521

Ｈ30調査

n=440

小学生 
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母親の帰宅時間は、就学前の子ども・小学生ともに「18時台」（35.3％・31.1％）

の割合が最も高く、次いで「17時台」（24.7％・24.3％）となっています。 

前回調査（Ｈ25）と比較すると、就学前の子ども・小学生ともに「16時より前」

に帰宅する母親の割合が高くなり、一方「18時台」に帰宅する割合は低くなっていま

す。 

■ 母親の帰宅時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

 

 

 

  

10.2 10.9

25.4

37.0

12.3

3.2
1.1

18.2

8.9

24.7

35.3

9.7
1.9 1.4

0%

25%

50%

75%

100%

16時より前 16時台 17時台 18時台 19時台 20時以降 無回答

Ｈ25調査

n=709

Ｈ30調査

n=587

就学前の子ども 

13.8
10.2

20.9

38.8

10.7
3.5 2.1

22.7

7.7

24.3
31.1

9.3
3.6 1.1

0%

25%

50%

75%

100%

16時より前 16時台 17時台 18時台 19時台 20時以降 無回答

Ｈ25調査

n=521

Ｈ30調査

n=440

小学生 



能代市 

 

16 

11.9 

17.1 

48.7 

40.7 

34.6 

35.0 

4.8 

7.3 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=269

H30調査

n=123

子育てや家事などに

専念したい

（就労の予定はない）

１年より先だが、

就労したい

すぐにでも、

もしくは１年以内に

就労したい

無回答

19.4 

32.9 

41.0 

31.4 

34.0 

25.7 

5.6 

10.0 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=144

H30調査

n= 70

子育てや家事などに

専念したい

（就労の予定はない）

１年より先だが、

就労したい

すぐにでも、

もしくは１年以内に

就労したい

無回答

現在就労していない母親の今後の就労意向をみると、就学前の子どもでは「１年よ

り先だが、就労したい」（40.7％）、小学生では「子育てや家事などに専念したい（就

労の予定はない）」（32.9％）の割合が最も高くなっています。 

前回調査（Ｈ25）と比較すると、就学前の子ども・小学生ともに「子育てや家事な

どに専念したい（就労の予定はない）」と回答した、就労を希望しない母親の割合が

高くなっています。特に小学生は前回調査（Ｈ25）の19.4％から今回調査（Ｈ30）

では32.9％と13.5
ポイ

ント高くなっています。 

■ 就労していない母親の今後の就労意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

 

  

就学前の子ども 

小学生 
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39.1 

30.1 

38.6 

51.5 

20.8 

16.6 

1.5 

1.8 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=1,009

H30調査

n=  730

働いていなかった 取得した

（取得中である）

取得して

いない

無回答

0.9 

1.1 

1.2 

1.2 

89.8 

87.0 

8.1 

10.7 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=1,009

H30調査

n=  730

働いていなかった 取得した

（取得中である）

取得して

いない

無回答

（３）育児休業制度利用の状況 

育児休業制度の利用状況をみると、「取得した（取得中である）」母親は51.5％、

一方、父親は1.2％となっています。 

前回調査（Ｈ25）との比較をみると、「取得した（取得中である）」母親は12.9
ポイ

ント

高くなっています。 

■ 育児休業制度の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

 

  

就学前の子ども（母親） 

就学前の子ども（父親） 
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34.9 
28.6 31.4 

1.6 
0.6 

2.8 

28.3 26.0 

42.9 

1.0 
0.3 1.6 

0%

25%

50%

75%

100%

０～

６ヶ月

７～

11ヶ月

１歳０ヶ月～

１歳11ヶ月

２歳０ヶ月～

２歳11ヶ月

３歳以上 無回答

Ｈ25調査

n=318

Ｈ30調査

n=315

34.3 

33.3 

16.0 

19.4 

46.9 

44.1 

2.8 

3.2 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=318

H30調査

n=315

利用する必要がなかった

（フルタイムで働きたかった、

もともと短時間勤務だった）

利用した 利用したかったが、

利用しなかった

（利用できなかった）

無回答

母親が育児休業から復帰したときの子どもの月齢をみると、「１歳０ヶ月～１歳11

ヶ月」（42.9％）の割合が最も高く、次いで「０～６ヶ月」（28.3％）、「７～11

ヶ月」（26.0％）となっています。 

前回調査（Ｈ25）との比較をみると、前回調査（Ｈ25）は復帰時の子どもの年齢

は「０～６ヶ月」の割合が最も高かったものの、今回調査（Ｈ30）は「１歳０ヶ月～

１歳11ヶ月」となり、育児休業の取得期間が長くなっている現状がうかがえます。 

■ 育児休業から復帰したときの子どもの月齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

 

職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況をみると、「利用した」母親は19.4%

となり、前回調査（Ｈ25）と比較すると、3.4
ポイ

ント高くなっています。 

■ 職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 
 

  

就学前の子ども（母親） 

就学前の子ども（母親） 
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４ 子育て支援事業の利用状況 

（１）定期的な教育・保育事業の利用状況 

定期的な教育・保育事業を「利用している」就学前の子どもは85.3％となっていま

す。利用している教育・保育事業は、「認可保育所・へき地保育所」（50.6％）の割

合が最も高く、次いで「認定こども園」（47.0％）となっています。 

また、実際の利用と利用希望との差をみると、「ファミリー・サポート・センター」

で9.4
ポイ

ント、「認定こども園」で9.3
ポイ

ント、「幼稚園又は認定こども園の預かり保育」で9.2
ポイ

ント

となり、いずれも希望が高い状況です。 

前回調査（Ｈ25）との比較をみると、定期的な教育・保育事業の利用割合は6.2
ポイ

ント高

くなっています。また、「幼稚園」と「幼稚園又は認定こども園の預かり保育」の利

用希望が前回調査（Ｈ25）より低くなっていることから、「認可保育所・へき地保育

所」と「認定こども園」での受け入れ体制の整備が進んでいることがうかがえます。 
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10.5 

9.5 

47.6 

41.2 

****

0.1 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

0.1 

0.3 

0.1 

0.2 

4.8 

50.6 

47.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.6 

0.0 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園又は

認定こども園の預かり保育

認可保育所・へき地保育所

認定こども園

小規模保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

Ｈ25調査

n=798

Ｈ30調査

n=623

36.9 

26.8 

51.5 

47.2 

4.1 

2.6 

8.5 

2.3 

2.0 

2.9 

8.7 

1.6 

2.1 

3.8 

14.0 

51.2 

56.3 

0.5 

1.2 

3.0 

0.3 

0.1 

2.9 

10.0 

1.0 

1.8 

0% 25% 50% 75% 100%

Ｈ25調査

n=1,009

Ｈ30調査

n=  730

79.1 

85.3 

20.6 

14.4 

0.3 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=1,009

H30調査

n=  730

利用している 利用していない 無回答

 

■ 定期的な教育・保育事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 利用している定期的な教育・保育事業 ■ 利用を希望する定期的な教育・保育事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

  

就学前の子ども 
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61.9 

75.2 

5.8 

0.8 

1.0 

0.1 

1.8 

0.5 

48.8 

82.3 

4.2 

0.8 

0.8 

0.0 

1.0 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方に就労予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・親族などを介護している

子育てをしている方に病気や障害がある

子育てをしている方が学生である

その他

無回答

Ｈ25調査

n=798

Ｈ30調査

n=623

（２）定期的な教育・保育事業の利用理由と未利用理由 

平日に教育・保育事業を利用している理由は、「子育てをしている方が現在就労し

ている」（82.3％）の割合が最も高く、次いで「子どもの教育や発達のため」（48.8％）

となっています。 

前回調査（Ｈ25）との比較をみると、「子育てをしている方が現在就労している」

の割合は、7.1
ポイ

ント高くなっています。 

■ 平日に教育・保育事業を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 

 

 

 

利用していない理由は、「子どもがまだ小さいため」（51.4％）、「利用する必要

がない」（33.3％）の割合が高くなっています。また、「子どもがまだ小さいため」

と回答した方が利用を考えている子どもの年齢は、「１歳」（42.6％）と「３歳」（33.3％）

の割合が高くなっています。 

前回調査（Ｈ25）との比較をみると、利用したいが利用できていない理由では、「利

用したいが、保育・教育の事業に空きがない」は前回調査（Ｈ25）より5.7
ポイ

ント高くな

っているものの、その他経済的な理由、条件が合わない、納得できる事業がない等の

割合は低くなっています。 

  

就学前の子ども 
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65.4 

26.4 

0.0 

1.9 

6.3 

2.4 

1.9 

48.1 

10.6 

0.5 

33.3 

9.5 

1.0 

7.6 

4.8 

0.0 

1.0 

51.4 

15.2 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、

納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため

（□歳くらいになったら利用しようと考えている）

その他

無回答

Ｈ25調査

n=208

Ｈ30調査

n=105

０歳

1.9%

１歳

42.6%

２歳

13.0%

３歳

33.3%

４歳

3.7%

５歳

0.0%

無回答

5.6%

就学前児童

n= 54

■ 教育・保育事業を利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「利用する必要がない」はＨ25 調査では「子どもの母親 
または父親がみている」となっています。 

■ 利用を希望する子どもの年齢《Ｈ30 調査》 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｈ25 調査未項目のため、 
経年比較はしていません。 

 

 

資料：子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果 
 

 

 

  

 

就学前の子ども 
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５ 本市における子育て支援に関わる課題 

本計画の策定にあたっては、ニーズ調査の結果や第１期計画の施策進捗評価に基づき

５つの課題をあげました。これらの課題を解決するための施策を優先的に推進します。 

課題１ 母親の就業率の増加等に伴う０～２歳児の保育ニーズへの対応について 

ニーズ調査における就学前子どもの母親の就業率は80.5％で、前回調査（Ｈ25）

よりも10.3
ポイ

ント高くなっていることなどから、保育所の利用開始時期が低年齢化してき

ており、０～２歳児の保育ニーズが増加しております。子どもの人口や人口に対する

保育の利用率等、今後の傾向を適切に把握し、待機児童の発生防止対策を講じること

が必要です。 

課題２ 子育ての孤立化への対応について 

ニーズ調査では、「子どもを日頃みてくれる親族・知人がいない」「子育てについて

気軽に相談できる人がいない」と回答した割合が約１割程度となっており、こうした

家庭を地域で支える仕組みづくりの重要性が増してきたと考えられます。子育ての孤

立化は児童虐待につながる恐れもあることから、訪問や相談機能を充実させる取組が

必要です。 

課題３ 子育て支援サービスの情報提供について 

第１期計画期間中、様々な施策を実施しましたが、対象となる方々へ十分に周知さ

れていないことが、子ども・子育て会議による第１期計画の評価やニーズ調査の結果

からみえています。子育て支援サービスの的確な情報提供の手法を検討することが必

要です。 

課題４ 職業生活と家庭生活との両立の推進について 

ニーズ調査における育児休業を取得した母親の割合は51.5％で、前回調査（Ｈ25）

よりも12.9
ポイ

ント高くなっていますが、父親の取得率は1.2％で低い傾向となっています。

また、母親が育児休業を取得しなかった理由としては、「職場に育休を取りにくい雰

囲気があった」「育休制度がなかった」が上位を占めています。職業生活と家庭生活

との両立のためには、子育て世代に対する施策の充実だけなく、企業が子育て支援に

取り組みやすい施策も必要と考えられます。 
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課題５ 子育ての環境や支援への満足度の向上について 

子育ての環境や支援への満足度は、ニーズ調査結果から、就学前の子どものいる家

庭で、「不満」「やや不満」が「満足」「やや満足」を上回っている状況が続いており

改善されておりません。満足度を向上させるためには、「不満」「やや不満」と答えた

理由として挙げられた「子どもの遊び場の確保」「子育てに対する助成・補助」「子育

て環境の向上」「医療費助成」について、必要性や効果を検証し考え方を整理する必

要があります。 

 

 


